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1.は じめ に

日本の天文現象の古記録は、 「日本天文史料」1)や 「近世 日本天文 史料 」2)に 収集 され

ていて、今 では容易に検索す ることができる。前者 には、西暦1600年 までの ものが、

後者 には1601年 か ら1867年 までの江戸時代の史料が収め られている。 これ らの史

料 は、各種 の現象 ごとに分類 されてお り、本論で取 り扱 う月食は、 日食についで重要 な項

目とされていて、西暦643年 か ら1867年 までの1225年 間 の850件 の記録 が集

録 されている。

ところで、 これらの収集が終わ った後 も、天文 史料 の調査 は進 め られていて、渡辺敏夫

氏3)や 大谷光男氏4)に よって、前記の 「天文史料」か ら漏れていた月食 史料 が新たに20

件発見 された。従 って現在 では、870件 の月食史料 が知 られている。 しか し、 これ らの

月食 史料の多 くは、 日食史料 と同様5)、 当時の頒暦 に掲載 されていた予報記事であ り、月

食の観測記録 は大へん少ない。 しかも全体の約七分 の一にあた る120件 の月食史料は、

実際には月食が起 こらなかった として、 「コノ日月食 ナシ」 と注記 されてい るのである。

しか し、最近、出版 された世界 中の月食の…覧表6>に よれば、 日本で この ように注記 され

ている史料 の殆 どが、 「半影月食」 であることが分 かったのである7)。

太陽は点光源ではな く、円盤状の面光源であるか ら、地球 の本影 の外側 に半影 がで きて

い る。月が地球 の本影 の中に入れば月食 が見 えるのであるが、本影の中には少 しも入 らな

いで、 半影の中だけを通 り過 ぎる現象を半影 月食 とい う。 しか し半影は、大へん淡い もの

であるか ら、実際 には半影月食 を観測す ることは、殆 ど出来 ないのである。月が地球の本

影 にかな り近ずけば、半影 が少 しは濃 くなるので、半影月食 が起 こったことが分かるので

あるが、普通 の場合には殆 ど見えないので、従来か ら、半影月食にはあま り注 目されなかっ

たので ある。

ところが、江戸時代の終 まで用い られていたいわゆ る太陰太陽暦 において、月食を予報

す る時 に採用 されていた 「食限界」 の値は、例 えば宣明暦では、部分月食は14° .5、

皆既月食では3° 。3で あ った8)。 しか も、 これ らの暦法 では、半影月食 の概念はなか っ
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たよ うである。 しか し、現在の正確 な食 限界の平均値は、部分月食 では10°.7、 皆既

月食では4°.9、 及 び半影月食では16°.8と なっている。 つま り宣明暦 が用 いていた

部分月食 の食 限界値は、正確な値 よ りもかな り大 きか った(約1.36倍)の である。従 っ

て、半影月食 を部分月食 と して予報 していた ことが,度 々あったはずで ある。

本論では太陰太陽暦の月食 の予報 の方法や、その精度を議論す ることが 目的ではないの

で、 この問題については これ以上深入 りは しないが、つ ぎに個 々の半影月食 の史料 につい

て述 べることに したい。

2.「 月 食 ナ シ」 と注 記 され て い る史料

一例をあげると、延長六年正月十四 日(西 暦928年2月8日)の 「月蝕、十五分之四」

(日本紀略)の 記事(「 日本天文史料」第157頁)に は、 「オ ッポル ッエル」食表ニ ヨ

レバ コノ日月食 ナシ、 との注 がついている。 ここで、 「十五分之四」 は、 この時の満月が

食 限界の十五分之四の ところまで中に入って部分月食 になるとい う、当時の暦に掲載 され

ていた予報 をその通 り記録 した もの と考 え られ る。 ところが、Oppolzerの 日月食表9)に

は、 この月食はないので ある。 このよ うに、Oppolzerの 表 に食 がない場合 に注記 をつけ

るのは、大崎正次氏の 「近世 日本天文 史料」 で も同 じで ある。先 にあげた渡辺敏 夫氏の

「日食月食 宝典」3)で は、史料 には該当す るOppolzerの 表の食番号が付記 されてい るが、

Oppolzerの 表 にない場 合には、勿論、番号は示 されていない。そ して、半影 月食で あ る

とい うような注記 なども付いていない。

わが国では、西暦862年 か ら1684年 までの823年 間は、中国の唐 で作 られた宣

明暦 が行 なわれていたが、 この暦法によって、内田正男氏が 日食 と月食の再計算を行 なっ

た1°)。その計算によって、頒暦 に掲載 されていた月食 の予報 が、当時の暦法に よって間違

いな く計算 されていたか、否かを確認す ることが出来 る。次の第一表 に掲げ る月食につい

て、史料の書 き間違いか、或 いは暦の誤算 と推定 され る場合には、右端 の予報の欄に破線

でその ことが示 してある。たとえば、延長三年 の八月の記録は、正 しくは 「九月」であ っ

た ものを、間違 って 「八月」 としたと思はれ るので、その ことを注記 した。

さて、第一表 に、天文史料集で 「食 ナシ」 と注記 されている月食史料 を掲 げたが、 ここ

で、No.は 、 この表 に掲げる史料の一連番号 で、その次 の欄 には史料 にある日付 とそれ に

対応す る西暦の年月 日が示 されている。その次の欄 には、記録 の要点のみを、極 く簡単 に

示 した。 なお この欄 に、(渡 辺)ま たは(大 谷)と あるのは、先 に述 べた ように、渡辺敏

夫氏と大谷光男氏がそれぞれ発見 された史料であることを示 している。次の予報の欄 は、

LiuandFialaの 月食表6)か ら引用 した もので、例 えば、2312±209は 、半影食 の

中央の時刻が、 日本時刻で23時12分 であ り、 この時刻 に2時 間09分 を加減す ると、

食 の始 ま りと終わ りの時刻 を得 ることが出来 る。従 って、 この例で はの食 の始 ま りは、
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21時03分 で 、食 の終 わ りは25時21分 とな る。 こ こで 、時刻 は24時 間制 で表 し、

例 え ば、25時 は、 翌 日の1時 の こ とで あ る。 そ の次 の括 弧 内 の数 字 は 、最 大 食分 を示 し

て い て、 この 値 が1。0以 上 な らば、 月 全体 が半影 の 中 に入 る ことを 意 味 して い る。 この

欄 に破 線 が あ る ものは 、先 に述 べ た よ うに、 史料 に誤 記 があ るか 、 また は、 当時 の暦 の計

算 に間違 い があ った場 合 で あ る。

これ らの問違 い があ る と思 はれ る記 録 の中 で、 日付 の内 、 月の誤 記 で は ない か と思 は れ

る もの が 、Nos.1,3,8,21,24の5件 で、No.33は 、 「日本 天文 史 料1

に注 記 が あ る よ うに、 十 月一 日の 日食 の記 録 に似 て い るの で、 それ の誤 記 で は ない か、 と

考 え られ る。 な お、No.81に は、 「食 ナ シ」 の注 記 が脱落 して い る。

結 局 、暦 算 の誤 りと推 定 され るのは 、Nos.5,10,18,31,32,34,

80,及 び98の8件 で あ る。 これ らにつ いて も、今 後 の調 査 に よ って は 、或 い は記録 の

誤 りで あ る ことが 、明 らか にな るか も知 れ な い。

この よ うに、 「食 ナ シ」 と され て い る120件 の史料 の 内、 記録 の誤 りが6件 、暦 算 の

誤 りが8件 で 、残 りの ユ06件 は、 暦 算 の間違 いで は な く、 実 は半 影 月 食を 予報 して いた

と考 え られ る もので あ る。 そ して、 そ の原 因 の大部 分 は、 当時用 い られて い た 月食限 界 の

値 が 、実 際 よ り大 き過 ぎた為 と考 え られ るの で あ る。

3.半 影 月 食 に気 が付 い て い た と思 は れ る記 録

地球の半影があるとい うことは知 らないで、暦 に月食 が起 こると記載 されていた為、 月

を見ていて、半影月食に気が付 いたと思はれ る記録がい くつかある。それ らは全て 「日本

天文史料」 に収 め られてい る西暦1455年 か ら1502年 までの、わずか50年 ばか り

の間の記録に限 られてい るが、次 の4件 であ る。

No.61康 正 元年 九 月十 五 日(1455年10月25日)

今 夜 月食 也 、亥 時 、四 分 云 々、其 時 少如 蝕 、晴 天也[師 郷 記]

「日本 天文 史料 」266頁

月食 表 に よれ ば 、食 の 中央 は22時 過 ぎで、食 分 は 、1.074と な って い る。

史料 の 「亥 時 」 は、22時 ごろ の こ とで あ るか ら、 月食 表 の値 と よ く合 って い て、 この

記録 は確 か に半影 月 食 を 見た記 録 で あ る と考 え られ る。

No.70明 応 四年 八 月十 六 日q495年9月4日)

晴 、入 夜帰 、 月蝕 也 、正 現 云 々、[後 法興 院政 家 記]

「日本天 文史 料」276頁

この記録 には 、 「日本天文 史料」 に も 「正 現 トア リ」 と注 記 されて い て
、半 影食 を見 た
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記 録 と考 えで よい と思 われ る。 月食 表 に よれ ば、食 分 は0.967で あ った。

No.71明 応 五 年六 月十五 日(1496年7月25日)

晴 、月 蝕七 分 、酉戌 時 云 々、復 末 之時 分正 現 、[実 隆 公記]

「日本 天文 史料 」276-277頁

この記録 に も、 「正 現 トア リ」 と注 記 され て い る。 食分 は、1.072で あ った 。

No.73文 亀二 年 三月 十六 日(1502年4月22日)

天 晴 、月 蝕[宣 胤 卿 記],「 日本天 文 史料 」278-279頁

この記 録 は、 実際 に半 影食 を見 た もの か、 ど うかは分 か らない が、 空 は晴 て いて 、食 が

あ った とい うので あ るか ら、実 際 に見 た ので は ないか と思 はれ る。 食 の 中央 は21時 す ぎ

で 、食分 は、1.070で あ った。

以上 の4件 の半影 月 食 の食 分 は 、全 て大 き く、最 も小 さい場 合 で0.967で あ った。

従 って、 これ らの場 合 には、充 分 、半影 食 に気 が付 くこ とが出来 た と思 わ れ る。 しか し、

これ とは逆 に食 分 が0.9に 近 い か、 或 い はそ れ以 上 の場 合 で あ りな が ら、食 が見 られ無

か った とい う記 録 が あ る。 これ につ いて は、 天候 や、 食 の時 刻 な どの い ろい ろな条 件 が影

響 した と思 はれ るので、 あ ま り詮 索す る意味 は な いか も知 れ ない。

海 外 の記 録 を、全 て調 査 したわ げで は ない が、JohannesKeplerが1626年8月7

日の半影 月食 を観 測 し、記 録 して いた よ うで あ る11)。 この 月食 は、 第一 表 のNo.104

で、Keplerは 、 オ ー ス トリアの リソ ツ(Linz,経 度 は、 東経 約14°)で 観 測 した の で、

現 地 の20時 ごろ が最大 食 分 で あ った。 この 時 の食 分 は 、0.914で あ った が 、 わ が国

で は この食 を見 る ことが出来 たか ど うか は、 明 らかで は ない12)。

4.お わ り に

食 分 が、0.9以 上 の半 影 月食 は、 よ く気 を つけ て見 れ ば、影 の縁 は、 ぼ んや りと して

い るが、食 にな った ことは分 か る筈 で あ る。 半影 月食 の天文 学上 の意味 は、現 在 で は、殆

ど無 きに等 しい が、 それ で も 「食 ナ シ」 は、 些 か言 い過 ぎで あ ろ う。1684年(第 一表

のNo.117)ま で の宣 明暦時 代 の暦 算家 は、13世 紀 に は数 回 の誤 算 を犯 した と して

も、 それ 以外 は、 いつ も定 め られ た規 則 や方 法 に従 が って 、正 し く、 正確 に計 算 して い た

の で あ る。 そ の後 は、宝 暦暦 法 を用 い て いた期 間(1755年 か ら1797年)に は、3

回 の半影 月食(第 一 表 のNos.118,119,120)を 予 報 し、3回 と も食 は見 え

なか った と記録 され てい る。 しか し、 貞享 暦 を用 いて いた時 代(1685年 か ら1754

年 ま で)と 、 寛 政 暦(1798年 か ら1842年 まで)や 、天 保 暦(1843年 か ら
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1872年 の 明治 の始 め まで)の 時代 には 、一度 も半影 月 食 は予報 され な っか た。

(1995年7月28日)

追記)第 一 表 に次 の2件 を追加 す る。 いず れ も半 影 月食 で あ る。 この結 果 、 「月食 ナ シ」

と注 記 され た月食 史料 は、122件 とな る。

60b文 安 五年 二 月十 六 日1448Mar.20月 食 不 正見2350±203(0.763)

65b文 明十三 年 四 月十五 日1481May13月 食 不 現2330±143(0.663)

注)

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)

9)

10)

11)

12)

神 田 茂、 日本天文史料 、1935年 。

1978年 に復刻版 が原書房 か ら出版 された。

大崎正次 、近世 日本天文 史料 、原書房 、1994年 。

渡辺 敏夫、 日本 ・朝鮮 ・中国 日食 月食 宝典 、雄 山閣、1979年 。

月食 史料 を調査 し、食 の有無 や予報 の精 度 を調 べた結 果 は、本書 のpp.466-507,511-514及

びp.538に 示 されて いる。 しか し、半影月食については、取 り扱 はれていない。

大谷光男 、年代学研究会 の例会 で配布 された(1994)が 、未出版で ある。

鈴木敬信、本邦古代の 日食について 、 日本天文学会要報、第6巻 、第4冊 、1941年 。 日本古

代の 日食 史料は、主 に当時の暦 に掲載 されて いた予報 を記録 した もので、実際の観測の記録は少

ない、 とい う。

Liu,Bao-Lir},andFiala,AlanD.,CanonQfLurlarEclipses1500B.C.-A.D.3000,

Willman化Bell,1992年.

長 谷川 一郎 、書評 近 世日本 天文 史料 、天文 月報(日 本 天文学 会)、 第87巻 、 第11号 、

509頁 、1994年Q

満 月の位 置 と、黄道 と白道の交点 との経 度差が、月食の有 無を左右 す る 一つの条件 である。食 が

起 こ り得 る最大の経度 差を 「入食限」 とい う。宣明暦 な どの食限については、

藪 内 清、 隔唐暦法 史の研 究、 三省堂、1944年 、114頁

以 下 を参照(本 書 の増訂版 が、1989年 に 臨川書店 か ら出版 されている)。

なお、食 の計算法 は、寛政暦 か らは、中国の崇禎暦書 などを通 して西洋 の天文学 の影響 を受 ける

よ うになったが、 本論 では、食予報 その ものについては、取 り扱 はないことにす る。

Oppolzer,T.R.von,CanonderFinsternisse,Wien,1887年 。

1962年 にDover社 か ら復刻版が出てい る。 本書には、-1206年 か ら

2163年 までに起 こる8000回 の 日食 と5200回 の 月食の予報が収 め られて いる。 しか し、

半影 月食は含 まれてい ない。

内田正男氏が行 なった再計算の うちぢ、1500年 までの ものが、

大 谷光男、古川麟 …郎 、岡田芳朗、伊藤和彦共編、 日本暦 日総 覧、全20巻 、本の友社 、19

92-1995年 、 に引用 されてい る。 ただ し、 この暦 日総 覧は、1500年 までの暦 日表 であ

るか ら、内田氏 が計算 した1501年 以 後 の ものは、未 出版 であ る。

Pirlgr6,A.G.,AnnalesC61estesduDlx-Septi合meSiさc1,Gauthier-Villars ,Parls,p.64,

1901茸 乙.

大 崎正 次、前掲書、pp.112-U3に 、

晴。今夜月蝕也。丑寅時云々。[孝 亮祢 日次記]

とあ る。
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第一表 「食ナシ」と注記されている月食史料

No.年 月 日 西 暦 記 事 半影月食予報

1延 長三年八月十五日

2延 長六年正月十四日

3天 慶八年正月十五日

4天 慶八年二月十五 日

5天 延二年十月十七 日

6天 元五年二月十四日

7長 保二年二月十五 日

8寛 弘元年十二月十五日

9長 久元年六月十五 日

10治 暦元年六月十五日

11応 徳三年十二月十四日

12寛 治元年六月十六日

13承 徳二年五月十五日

14長 治二年六月十六日

15永 久四年五月十四 日

16保 安四年七月十六 日

17保 延三年五月十五 日

18天 養元年四月十六 日

19仁 平二年六月十五 日

20養 和元年五月十五日

21寿 永元年六月十五日

22正 治元年六月十五日

23建 仁二年五月十六 日

24元 久二年二月十五 日

25承 久二年五月十六 日

26安 貞二年五月十六 日

27寛 喜三年四月十四日

28延 応元年四月十五 日

29寛 元四年五月十六日

30正 嘉元年四月十四日

31弘 長元年七月十四日

32弘 安元年八月十五 日

33弘 安十年七月十六 日

34永 仁元年八月十三夜

35元 享二年五月十五 日

36元 亨二年十月十五 日

37正 中二年九月十五日

38暦 応三年五月十五 日

39暦 応三年十一月十六 日

40康 永二年四月十六 日

925Sept.5月 有 蝕(九 月 の 誤 記 か)一 一

928Feb.8月 蝕2312±209(0.855)

945Mar.1月 蝕(二 月 の 誤 記 か)一 一 一

945Mar.31月 蝕 験 天 不 食2146±224(1.029)

974Nov.3朝 間 月 蝕 一 一 一

982Mar.12月 蝕2248±155(0.678)

1000Mar.23月 蝕(渡 辺)600±148(0.596)

1005Jan,27月 有 食 之(十 一 月 の 誤 記 か)一 一 一

1040July26今 夜 月 蝕2304±157(0.893)

1065July20申 刻 月 蝕 一 一 一

1087Jan.21月 蝕 天 晴2524±139(0.483)

1087July18月 蝕1952±204(0.848)

1098June16月 蝕2205±218(0.946)

1105July28月 蝕2657±156(0.715)

1116June26明 暁 月 蝕2833±208(0.793)

1123Aug.8蝕 不 正 見(大 谷)1007±147(0.591)

1137June5月 蝕(大 谷)2235±155(0.885)

1144May20月 蝕 一 一 一

1152July18月 蝕(大 谷)1743±144(0.503)

1181June28月 蝕2038±154(0.843)

1182July17月 蝕 ノ御 祈(五 月 の 誤 記 か)一 一 一

1199July9月 蝕2806±147(0.716)

1202June7月 蝕 不 正 見1957±208(0.821)

1205Mar.7今 夜 月 蝕(三 月 の 誤 記 か)一 一 一

1220June18月 蝕 御 祈234±217(0.970)

1228June19月 蝕(大 谷)1730±202(0.823)

1231May17月 蝕2652±207(0.844)

1239May19月 蝕 不 正 見1942±216(0.910)

1246June30月 蝕 不 正 見2427±153(0.675)

1257May29月 蝕 不 正 見2613±205(0.760)

1261Aug,11月 蝕 不 見 一 一 一

1278Sept.3月 蝕 一 一 一

1287Aug,26月 蝕(記 録 の 誤 か)一 一 一

1293Sept,14加 持 月 食 一 一 一

1322May31蝕 不 現1825±154(0.831)

1322Nov.24月 不 蝕 云 々2332±230(1,122)

13250ct.22月 蝕 不 及 蝕2021±157(0.887)

134CJune10月 蝕 然 而 不 現2551±146(0.700)

1340Dec.5月 蝕733±229(1.107)

1343May10月 蝕 不 見1728±210(0.851)

-295-

N工工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

「.月食ナシ」と注記 された 日本天文史料について

第一表 「食ナシ」と注記されている月食史料(つ づき)

No.年 月 田 西 暦 記 事 半影月食予報

41康 永二年 十月十五 日

42康 永三年閏二月{一四日

43延 文三年十一月十五 日

44康 安元年四月十六 日

45応 安五年三月十四 日

46応 安六年八月十五日

47永 和二年 十一一月十五 臼

48康 贋元年十 月十五日

49康 暦:二年三月十五日

50嘉 慶元年五月十六日

1343Nov。2

1344Mar.29

1358Dec,16

1361May20

1372Apr.18

1373Sept.2

1376Dec.26

1379Nov.24

ユ380Apr.20

1387June2

月そ く

月蝕不犯

月蝕不正現

月蝕不見

月蝕(渡 辺)

月蝕(渡 辺)

月蝕(渡 辺)

月蝕(渡 辺)

月蝕不正現

月食不現

2858±159(0。917)

2701±126(1.080)

1535±229(1.095)

2401±219(0.989)

2402:±:212(0.927)

2809±227(1.073)

2337±229(1.082)

2230±200(0.953)

1650±212(0.849)

2208±150(0.641)

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

応永四年十一月十五日

応永八年二月十六 日

応永八年八月十五 日

応永十五年十月十六 田

ユ397Dec。4

1401Mar、30

1401Sept.22

1408Nov.4

応 永二十九年十二月十四 日1423Jan.26

応 永 三十四年九 月十五 日14270ct,5

永亨二年十二月十五 日

永亨五年十一月十ヨ1ヨ三1

永亨六年十月 ←六 日

文安元年十月 卜六撮

1431Jan、.28

1433Dec,26

1434Nov.16

1444Nov.25

月蝕

月蝕

月蝕不正現

月蝕不現

月蝕

月蝕

月蝕

月食一切不蝕

月蝕正現不分明

月蝕不見如何

3】.21±201(0.962)

920±158(0,923)

2315:ヒ215(0.890)

833±207(0.873)

2927:ヒ207(0.802)

2550±212(0.821)

2328±223(1.014)

2507±201(0.975)

2845±209(1.Oll)

251ユ ±209(0.902)

61康 正元年九月十五 日

62長 禄三年正月十四 日

63文 明:二年十 …月十六 日

64二 文明六年八月十匹旧

65文 明九年七月十六 日

66文 明十三年十月十五日

67文 明十七年二月十五1三1

68長 亨二年六月十五日

69明 応元年三月十五 日

70明 応四年八月十六 日

14550ct.25

1459Feb.17

1470Dec.8

1474Sept.25

1477Aug.24

1481Nov.6

ユ485rMar。1

1488July23

1492Apr,13

1495Sept,4

月蝕其時少如蝕

月有蝕之

月蝕不正現

月蝕有無不分明

月 しよく

月蝕蝕不分明

月蝕

月蝕不正現

月蝕也

月蝕也正現云々

2208±225(1.074)

2120ゴ:211(0.881)

2202±208(0.g88)

2350:ま:157(0.830)

2022±204(0.873)

2448±203(0.684)

2225±214(0.862)

2243ゴ:159(0.671)

504±204(0.851)

275ユ ±210(0.967)

71明 応 五年六 月十五 日

72明 応七年十一 月十六 日

73文 亀二勾三三三月十六 日

74文 亀三年二 月十 煮 臼

75文 亀 三年 八月十六 日

76永 正三年 閏十 一一月十 六 日

77永 正}'一 年正月十五 日

78亨 禄元年四月 十六 臼

79亨 禄元年閏九月十四 日

8◎ 亨禄 四年二 月十 四 日

1496July25

1498Dec.28

1502Apr,22

1503Mar.13

1503Sept.6

1506Dec.30

1514Feb.9

1528May4

15280ct。27

1531Mar.2

月蝕復末時正現

月蝕不正現

天晴月蝕

月そ く

月蝕不正現

月蝕

月蝕

月蝕

月蝕又不正現

月蝕云

1800:と226(1.072)

2619±212(0.916)

2119±223(1.070)

548±208(0.787)

1445±202(0。925)

1519:ヒ208(0.968)

ユ942±203(0、989)

1934コ:148(0.604)

2445±150(0.715)
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大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 ・大手前ビジネス学院 「研究集録」第15号(1995年)

第一表 「食ナシ」と注記されている月食史料(つ づき)

No.年 月 日 西 暦 記 事 半影月食予報

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

天文元年正月十五日

天文三年十二月十六 日

天文四年十一月十五 日

天文八年三月十五 日

天文八年八月十五 日

天文十一年七月十五 日

天文十五年四月十六 日

天文二十二年正月十六 日

弘治三年三月十四 日

永禄七年十月十五 日

1532Feb,20

1535Jan.19

1535Dec.9

1539Apr.3

1539Sept.27

1542Aug.25

1546May15

1553Jan.29

1557Apr.13

1564Nov.18

月蝕(注 なし)

月蝕

月蝕

月蝕

月蝕

月そ く

月蝕

月蝕

月蝕

月食

2809±201(0.951)

1854±214(0.934)

2442±158(0.627)

2010±153(0.600)

3039±154(0.771)

1902±225(1.074)

2638±137(0.467)

2701±215(0.953)

2711±143(0.489)

1759±147(0.685)

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

永禄十一年二月十五 日

永禄十一年八月十五 日

元亀二年十二月十五 日

天正十年十一月十四日

天正十四年二月十四 日

天正十四年八月十五 日

慶長十二年二月十六 日

慶長十五年三月十三 日

元和元年七月十五 日

元和四年六月十六日

1568Mar.13

1568Sept,6

1571Dec.31

1582Dec.9

1586Apr.3

1586Sept.27

1607Mar.13

1610May6

1615Sept.7

1618Aug.6

月蝕

月蝕但不食云々

月蝕

月蝕(渡 辺)

月蝕

月蝕

月蝕

月食

月蝕(渡 辺)

月蝕

2042±154(0.842)

2106±153(0.579)

1649±155(0.603)

2643±146(0.680)

2847±150(0.770)

2812±145(0.487)

2637±223(1.075)

1945±146(0.649)

1718±209(0.957)

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

元和八年三月十五 日

元和八年九月十五日

寛永三年正月十五日

寛永三年六月十六日

寛永六年十月十六日

寛永十年二月十六日

寛永十年八月十四日

寛永十三年十二月十四日

寛永二十一年正月十五日

正保四年六月十四日

1622Apr.25

16220ct.19

1626Feb.11

1626Aug.7

1629Nov.30

1633Mar,25

1633Septユ7

1637Jan.10

1644Feb.22

1647July16

月 蝕2036±138(0.593)

月 蝕1852±130(0.344)

月 そ く1642±148(0.538)

月 そ く2755±201(0.914)

月 そ く2417±142(0.576)

月 そ く2505±153(0.680)

月 蝕 但 不 正 現2734±139(0.566)

月 そ く2907±146(0.672)

月 そ く2428±145(0.500)

月 そ く2638±214(0.878)

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

承応四年六月十五 日

寛文五年十一月十六 日

寛文十二年十二月十五日

寛文十三年六月十五 日

延宝四年五月十四 日

延宝八年八月十六 日

天和三年十一月十六 日

明和四年六月十六 日

天明八年五月十五日

寛政八年五月十五日

1655July18

1665Dec.22

1673Feb.1

1673July28

1676June25

1680Sept.8

1684Jan.2

1767July11

1788June18

1796June20

月そ く

月そ く

月そ く

月そ く

月そ く

月そ く

月 しょく

月そ く不見食

2153±215(0.877)

1726±141(0.549)

2238±143(0.651)

2820±205(0.724)

2631±157(0.869)

2635±141(0.579)

2600±141(0.538)

2527±159(0.877)

当食不食(渡 辺)2415±215(0.899)

当食 不食1928±212(0.835)
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